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ヒナに対 す る合 成 女性 ホル モ ン投 与 の影 響(VI)

Diethylstilbestro1,抗 菌性 物質 の併 用給与 と初 生 ヒナの

成 長 お よび体 内 ビタ ミン との関 係

和 田 正 太

Effects of synthetic estrogens on chicks (VI) 

 Effect of administration of  diethylstilbestrol in 
   combination with antimicrobes on growth 

        and body vitamins of chicks 

           Masahuto Wada

女 性 ホル モ ン剤 は 家 畜,家 禽 の 成 長 促 進,肉 質 の改 良 に用 い られ るが,そ の効 果 は ホ ル

モ ン剤 の種 類,投 与量,投 与 期 間,動 物 の種 類 年 令 等 に よ り異 な る よ うで あ る29・33).

家 畜 に対 して は成 長 促 進 効 果 は あ るが,肉 質 の 改 良 に つ い て は異 論 が あ る2・7・11).

家 禽 に つ い て は外 科 的 去勢 と同様 に,女 性 ホ ル モ ン剤 の 投 与 に よつ て 肉 質 の 改 良4・26・27・28)

が認 め られ るが,成 長 促 進,飼 料 能 率 の向 上 につ い ては 飼 養 条 件 で 異 な りそ の 結 果 は 一致

して い な い.3・4・15・29・33)

女 性 ホル モ ン剤 の投 与 に よ り ヒナ の血 液,肝 臓 に は 産 卵鶏 に お け る と同 様 な 生化 学 的 変

化 が あ らわ れ る.血 液 成 分 につ い て は 脂 質,Ca,Pの 外 に 血 清 蛋 白画 分 の 増 加10・30・31),血

清 中 ビタ ミンB2,Aの 増 加 と クエ ン酸 の減 少9・12・13・14),ビオ チ ンの増 加 とニ コチ ン酸 に変 り

な い こ と21・22・23)などが 報 ぜ られ て い る.肝 臓 で もB2,A量 の増 加8)が し られ て い る.

幼 動 物 の成 長 量 変 化 は それ らの ビタ ミン利 用 の 程 度 と関 係 が 深 い の で,従 来 あ ま り研 究

さ れ て い な い 初生 ヒナ につ い て成 長 量,体 内 ビ タ ミンに対 す る 女 性 ホ ル モ ン剤 の影 響 を研

究 した.

また ネ ズ ミ,ヒ ナ につ い て成 長 促 進 効 果 を もつ こ とを 明 らか に した 抗 菌 性 物 質24),テ ラ

マ イ シ ン,ニ トロフ リル ア ク リル 酸 ア ミ ド,お よび 未 知 成 長 因子 を含 む ビゴ ファ ッ ク等 を

も併 用 して初 生 ヒナ,中 ヒナ に対 す る成 長 効 果 な らび に体 成 分,体 内ビタミン へ の影 響 に

つ い て研 究 した.

1.合 成 女 性 ホ ル モ ン な ら び に 抗 菌 性 物 質 の 併 用 と

初 生 ヒ ナ の成長 お よ び体 成 分 と の 関 係

1.実 験 方 法

1)動 物 飼 育

白色 レグ ホ ン種 雄 の 初 生 ヒナ25羽 つ つ を1区 とし て8区 を 設 け た.基 本 飼 料 は 魚 粉

(13),脱 脂 大 豆粕(25),ぬ か(5),ふ す ま(5),と うもろ こ し(20),玄 米(21.5),う ま



ごや し粉(5),CaCO3(3),食 塩(0.5),酵 母(2)の 組 成 を 有 し,蛋 白質22%(計 算)

の もので あ る.

添 加 剤 として 次 の もの を 用 い た.

(1)エ スチ モ ン 末:本 品19中diethylstilbestro1(DESと 略 記)0.1mgを 含 有 す

る.飼 料kg当29,DESと し て0.2rngを 添 加 した.

(2)Vigofac(Pfizer)(Vと 略 記):本 品 は米 国 で 広 く用 い られ,ヒ ナ,豚 に対 して 通

常 飼 料kg当 り59を 添 加 し て,ヒ ナ で5～12%,豚 で15～20%の 成 長 効 果 を 示 す とい

わ れ る.ス トレ プ トマ イ セ ス 菌醗酵 液 か ら抽 出 した 成 長促 進物 質 と脱 脂 大 豆,燐 酸 石 灰 を

混 合 した もの で,テ ラマ ィ シ ン464mg/kgを 含 む とい う.本 剤 を 飼 料kg当59を 添 加

し て用 いた.

(3)テ ラ マィ シ ン(Tmと 略 記):純 品 を 澱 粉 で100倍 に うす め て 用 い た.基 本 飼 料kg

当 りTmと して50mgを 添 加 した.

(4)ニ トロフ リル ア ク リル酸 ア ミ ド(Zと 略 記):純 品 を澱 粉 で100倍 に うす め て用 い,

基 本 飼 料kg当 りZと して100mgを 添 加 した.

添 加 剤 は そ れ ぞ れ 基 本 飼 料 に 添 加 し,3日 分 つ つ の 飼 料 を 調 製 し,練 餌 とし て朝 夕2回 食

慾 に応 じて給 与 量 を 増 して 与 え,い ず れ も完全 に食 下 させ た.水 は自由 に と らせ た.

2)解 体,分 析

実 験 開 始10,20,30日 日に各 区 の総 体 重 を 測 定 した.各 期 で の 増重 量 を 同 期 間 の全 食 下

量 で割 り100を 乗 じて飼 料 能 率 を算 出 した.解 体 分 析 用 と して10日 目 に5羽,20日 日に

5羽,30日 目に4羽 つ つ を そ れ ぞ れ の 合 計 体重 が総 体重 を代 表 す る よ うに と り出 し,そ れ

らの 平均 体 重 と残 留 ヒナ の平 均 体 重 を 等 し くした.

ヒナ は頸 静 豚 か ら採 血 し,放 血 完 了後 解 体 して,肝 臓 は 全 部,胸 肉 は一 定 量 を 各 区 別 に

合 併 した もの を分 析 試 料 とした.血 清 の 全N,残 余N16),肝 臓,胸 肉 の一 般 成 分 は 常 法 に よ

り測 定 した.肝 臓 ・胸 肉 を4倍 量 の水 で均 質 化 し,等 容 の10%三 塩 化 酢 酸 で 除 蛋 白 した

濾 液 に つ い て 非蛋 白Nを 測 定 した.

組 織 の ビタ ミンB2は リボ フ ラ ビ ン法18)に よ り測 定 した.パントテン 酸,ニ コチ ン酸 は

Lact.arabinosusを 用 い てSkeg9法32)に 従 つ て バ イ オ ア ツ セ イ を行 なつ た.回 収 率 は98

%以 上 で あつ た.

また 肝 臓 ・胸 肉 ・血 清 の脂 質 成 分 の抽 出,測 定 は 主 にBloor法17)に 従 つ て行 なつ た.

2.実 験 結 果 な らび に考 察

1)成 長 量,飼 料 能 率

表1に 示 す よ うに添 加 剤 の増 重 効 果 は20日 間 で最 もよ くあ らわ れ た.し か しDESに よ

る成 長 促 進,飼 料 能 率 の 向上 は認 め られ なか つ た.Vと の併 用 区 で も効 果 が な く,Tmと

の併 用 区 で は20日 で5%の 成長 効 果 を示 し,後 食 慾 を 減 じ 効 果 が な か つ た.Zと の併 用

で は後 期 で成 長 よ くな り,30日 間 で は8%の 成 長 効 果 が あ つ た.飼 料 能 率 につ い て も同 様

の 関 係 が認 め られ た.

V,Tm,Zの 単 用 で は20日 間 で い ず れ も5%の 成 長効 果 が あ り飼 料 能 率 も向 上 した.

この こ とか ら上 記 成 績 は 主 に これ らの併 用添 加 剤 に よ る ものでDESの 成 長効 果 は 認 め ら



Table 1. Growth and feed  efficiency.

れなかつた.

別報のネズ ミの実験ではDES42r/7009食 下量/42日 で成長の抑制 があつたが,初 生

ヒナでは3倍 量の0.15mg/7509食 下量/30日 で成長に変化が認められなかつた.

2)肝 臓 重 量

表2の ように成長に伴つて肝臓重量を増大した.30日 口では各区で肝重の変動は大きく,

対照に比べてDES区,DESとV併 用区で増大したが,TrnやZと の併用では減重し

た.V,Tm,Zの 各単用および これ らの併用で(別 に報告す る)は 肝重に大差なかつたこ

とに比べ,DESと これらの併用では各期での変化が大,か つ増減不定であつた。

Table 2. Weight of liver.

3)肝 臓の一般組成

表3の ように成長に伴い,各 区共水分を減 じ固形物を増す傾向にあつた.各 期でDES区

は対照 と殆んど差がなかつた.そ の他の区では多少の変異あるが,各 期を通 じての添加剤

による組成の著変は認められなかつた.

4)胸 肉の一般組成



Table 3. Composition of liver.

表4の ように各期で各区の水分,全N,非 蛋白N,脂 肪,灰 分組成に大差がみ られなか

つた.た だ10日 でDES区,Tm区 で脂肪を増し,30日 ではDESとZの 併用区で水分

を増して脂肪を減少した.

Table 4. Composition of breast muscle.

5)血 清 成 分

10日,30日 で血清全N,残 余Nは 各区間 で不定の変動がみ られたが,DES区 で著変

は認められなかつた.

Table 5. N composition of serum.

6)肝 臓,胸 肉,血 清の脂質成分



30日 目の肝臓,血 清の脂肪酸,燐 脂質,コ レステロールは各区間に多少の変動があるが

著変は認められなかつた.

Table 6. Lipid composition of liver and serum on 30th day.

7)組 織 中 ビ タ ミン量

ビ タ ミンB2:30日 で 肝B2は 対 照 に 比 べDESな らび にTm,Zと の併 用 区 で 大 差 な

く,Vと の併 用 で 多 少 増 した が 著 変 は み られ なか つ た.

肉B2も 各 区 で 大差 が認 め られ なか つ た.

パ ン トテ ン酸:20日 で の 肝 パ ン トテ ン酸 は70～90r/9で,DES区 で や や 増 した が,併

用 区 共 対 照 に比 べ 著 変 が な か つ た.

肉 パ ン トテ ン酸 に も大 差 を 来 さな か つ た.

ニ コチ ン酸:30日 で の肝 ニ コチ ン酸 は110～180r/9でDESお よび 他 の 添 加 剤 の投 与

に よ り多 少 高 値 を 与 え た.

肉 ニ コチ ン酸 は180～380r/9で 各 区 いず れ も対 照 よ り増 加 し,特 にDESお よびVと

の併 用,Zと の併 用 区 で増 した.し か し肝 ・肉両 者 で 各 区 で の 増 加 程 度 は 相 対 応 し て い な

い.ま た,肝 ・肉 ニ コチ ン酸 量 は 肝 で は 肉 よ りも少 な く,従 来 の成 鶏 で の 成 績 と異 な る結

果 を え た.

DES投 与 に よ り肝 ・肉 のBビ タ ミン変 化 はB2,パ ン トテ ン酸 に 著 変 が な く,ニ コチ ン酸

は 増 加 の傾 向 を示 した.既 述 の よ うに 女性 ホ ル モ ン投 与 に よ り血 清 でB2を 増 し,ニ コチ ン

酸 に変 りな い こ とが 知 られ てい るが,肝 のBビ タ ミンは一 般 に変 化 が 少 な い よ うで あ る.

Table 7. Vitamin content in tissues.

3.要 約

1)初 生 ヒナ に基 本 飼 料1kg当0.2mgのDESを 添 加 投 与 し,ま たvigofac59,



テ ラ マ シ ン50mg,ニ トロフ リル ア ク リル酸 ア ミ ド(Z)100mgをDESと 併 用 して

給 与 し,10,20,30日 間 の成 長 お よび 体 成 分 へ の影 響 を 研 究 した ・

2)30日 まで の成 長 はDES投 与 に よつ て影 響 され ず,飼 料 能 率 に も変 化 が な か つ た.Z

との併 用 で は10%近 くの成 長 効 果,飼 料 能 率 の向 上 が み られ た.

3)肝 臓 重 量 は30日 でDES投 与 に よ り増 大 し た.他 の併 用 区 で は 増 滅 不 定 で あ っ た.

4)各 期 で 各 区 の 肝 ・胸 肉 の 水 分,全N,非 蛋 白N,脂 肪,灰 分 に 著 変 が み られ な か つ

た.Zと の併 用 区 で は30日 で 肉 の脂 肪 を 減 少 した.

5)血 清 の全N.残 余Nに 大 差 が なか つ た.

6)肝 臓,血 清 の 脂 質 組 成 に著 変 を み なか つ た.

7)肝 臓,胸 肉 の ビ タ ミンB2,パ ン トテ ン酸 に 大 差 な く,ニ コチ ン酸 はDES投 与 区 で

増 大 の傾 向 が あつ た.

II.合 成 女 性 ホ ル モ ン の 経 口,注 射 投 与 と

中 ヒ ナ の 成 長 お よ び 休 成 分 と の 関 係

前 記初 生 ヒナ に ひ きつ づ き 中 ヒナ に つ い てDESの 経 口投 与 な らび に 注 射 投 与 を 行 つ て

DESの 効 果 につ い て 日令 との 関 係 を研 究 した.

1.実 験 方 法

30日 令 の雄 ヒナ14羽 を1区 と し,前 実 験 に従 つ てDESを 飼 料 に添 加 給 与 し て,30日間

の 成 長 試 験 を行 な つ た後5羽 を解 体 分 析 した(前 期).

つ い で体 重 の ほ ぼ等 し い も の5羽 つ つ を さ らにDESの 注 射 を つ づ け て15日 間 飼 育 した

後 全 部 を 解 体 分 析 した(後 期).

基 本 飼 料 は 市 販 チ ッ ク フー ド(98)に 大 根 葉 粉末(2)を 加 えた も のを 用 い た.

添 加 剤 エ スチ モ ン末 は 前期30日 間 は 基 本飼 料kg当29,DESと して0.2rngを 添 加

給 与 した.後 期 の15日 間 はDESと して0.1rngを 含 む エ ス チ モ ン注 射 液 を隔 日に胸 肉 内

に注 射 した.

解 体 お よび 分 析,測 定 は 前 実験 に従 つ た.但 し ビ タ ミンB、 は藤 原 法2a),B2は ル ミ フ ラ ビ

ン法18),Aは 藤 田法19)に よつ て測 定 した.

2.実 験 結 果 な らび に考 察

上 記 に よ る実 験 成 績 は 表8～12に 示 す とお りで あ つ た 。

1)成 長 ・飼 料 能 率

前 期30日 間DESの 経[投 与 で は 成 長効 果 は認 め られ な い が,後 期15日 間DESの 隔

日注 射 で約17%の 成 長 抑 制 が 認 め られ た.飼 料 能 率 も同 様 の 変化 を示 した ・60日 令 の ヒ

ナ にDESO.1mgの 隔 日注 射 で 成 長抑 制 され る こ とは 前報 と同 様 で あ つ た ・

2)臓 器 重 重

表9に 示 す よ うに,前 期 のDES経 「1投与 で 肝 臓,腎 臓,睾 丸 重 に変 りなか つ た.後 期

でDESの 注 射 に よ り肝 臓 重 を 増 大 し,睾 丸 は萎 縮 し,従 前 の実 験 と同 様 の傾 向 を 示 した・

3)肝 臓 の 一 般 組 成



Table 8. Growth and feed efficiency.

Period  I: DES feeding period from 30- to 60 days old. 

Period II : DES injection period from 60- to 75 days old. 

            Table 9. Weight of organs.

表10の ように前,後 期ともにDES投 与により肝臓の一般組成に大差を来さなかつた.

4)胸 肉の一般組成

前,後 期ともに胸肉の脂肪含量はDES投 与により減少した.こ れは従前の実験成績に

反する.家 畜においてはDESの 投与により肉中の脂肪量減少がしられている1・5・6・25)がこれ

と似た結果を示した.

5)血 清のN成 分

血清の全N,残 余Nに 著変が認められなかつた.し かし後期では両者に増加の傾向があ



Table 10. Composition of liver, breast muscle and serum.

Table 11. Lipid composition of liver, breast muscle and serum.

つ た.

6)脂 質 組 成

後 期 の 肝 臓,胸 肉,血 清 の 脂質 組 成 に著 変 は な いが,肝 臓,血 清 の燐 脂 質 は や や 増 加 の

傾 向 を 示 す こ とは 従 前 の 成 績 と同様 で あ つ た.

7)組 織 中 ビ タ ミン量

表12に 示 す よ うに肝 臓,胸 肉 の ビ タ ミンB1,B2,パントテン 酸,ニ コチ ン酸 は 前 期,後

期 と もにDES投 与 に よ る著 変 が な く,血 清 中B1,B2に も変 化 が 認 め られ な か つ た.

ビ タ ミンAに つ い てはDES投 与 に よ り前 期 で は 肝Aが 倍 増 し,腎Aが 僅 か に減 少 し,後

期 で は 反 対 の 変化 を 示 した.胸 肉 お よび 血 清 のAは 前,後 期 と も変化 が なか つ た.

DESの 投 与 に よ り ヒナ の血 中B2,Aの 増 加9・12,13・14)が報 ぜ られ,ま た 別 報 の よ うに ネ ズ

ミで はDES投 与 に よ り成 長 が 抑制 され,こ の時 肝Aを わ つ か減 少 し,腎Aは 著 減 し,血

清Aの 増 加 を み たが,こ れ ら と一 致 しな か つ た.DES投 与 に よ りBビタミン に は 変化 少 な

くAの 変 動 が 大 き い.こ の こ とは 実 験1お よび 前(II),(V)報 の結 果 と一 致 した.

3.要 約

1)30日 令 体 重 約3009の 白 レグ 雄 ヒナにDES(o.2mg/kg飼 料)を 添 食 して30日 間

飼 育 し(前 期),さ らに 引続 き60日 令 体 重 約7309の ヒナ にDESO.1rngの 隔 日胸 肉注 射

を15日 間 行 なつ て 成 長,体 成 分 の 変化 を研 究 した.

2)DES投 与 に よ り前 期 で 成 長 効 果 な く,後 期 で は成 長 の抑 制,飼 料 能 率 の低 下 が認 め



Table 12. Vitamin content in tissues.

られ た.

3)肝 重 は前 期 で変 りな いが,後 期DESの 注 射 に よ り増 大 した.

4)肝 臓 の一一般 組 成 は 前,後 期 にDES投 与 に よ る著 変 は み られ な か つ た.

5)胸 肉 の一 般 組 成 も対 照 と大 差 が ない が,前,後 期 と もに脂 肪 量 を減 少 した.

6)血 清 の全N,残 余Nに 大 差 が な か つ た.

7)後 期 で 肝 臓,胸 肉,血 清 の脂 質 組 成 に 著 変 が な い が,肝 臓,血 清 の 燐 脂 質 は増 加 の

傾 向 が み られ た.

8)肝 臓,胸 肉,血 清 の ビ タ ミンB1,B2,肝 臓,胸 肉 の パ ン トテ ン酸,ニ コチ ン酸 は 前,

後 期 と もに著 変 が 認 め られ なか つ た.

胸 肉,血 渣 のビタミンAに 著 変 は な か つ た.肝Aは 前 期 で 著増 し,後 期 で減 少 した.腎

Aは 反対 の 変化 を示 した.

III.総 括

1.成 長

DESO.2mg/kg飼 料 の添 加 給 与 に よつ て 初 生 ヒナ,中 ヒナを 通 じ60日 令 まで の 成 長量

は対 照 と変 りなか つ た.60日 令 の 中 ヒナ にDESO.1mgの 隔 日筋 注15日 間 で 成 長 抑制 が

認 め られ た ・30日 令 までDESと ビ ゴ ファ ッ ク,テ ラマ イシ ン,ニ トロフ リル ア ク リル酸 ア

ミ ドとの併 用 で は,Zと の 併 用 が成 長 効 果 最 も大 で あ つ た.



2.臓 器 重 量

初 生 ヒナ,中 ヒナを 通 じ,DES投 与 に よ り一 般 に 肝臓 の増 重 が認 め られ た.

3.肝 臓,胸 肉,血 清 の 成 分

肝 臓 で はDES経 口投 与 で 一 般 成 分 に 変化 が な く,中 ヒナ にDES筋 注 で 脂 肪 を や や 増

した.

胸 肉 で はDES経 口投 与 で30日 令 まで 一・般 成 分 に変 化 が な く,以 後60日 令 で は 脂 肪 量 を

減 じた.さ らに15日 間DES筋 注 の場 合 も脂 肪 量 の減 少 が あ つ た.

血 清 の全N,残 余Nに 著 変 は 認 め られ な か つ た.

4.脂 質 組 成

初 生 ヒナにDESの 経 「-1投与60日 間 で 肝 臓,血 清 の 脂 質 組 成 に 変化 が 認 め られ な か つ

た.中 ヒナ にDESの 筋 注 で 両 者 の 燐 脂 質 を や や増 加 した.

5.組 織 の ビ タ ミン

初 生 ヒナ にDESの 経 口投 与30日 間 で 肝臓,胸 肉 の ビ タ ミンB2,パントテン 酸 に著 変 な

く,ニ コチ ン酸 は増 加 の 傾 向 を 示 した,

中 ヒナ で 肝 臓,胸 肉 中 の ビ タ ミ ンB1,B2,パ ン トテ ン酸,ニ コチ ン酸 はDESの 経 口投

与,筋 注 に よつ て変 化 が 認 め られ なか つ た.

中 ヒナ で肝 臓,腎 臓 の ビ タ ミンAは 不 定 の変 動 を 示 し,胸 肉,血 清 中 のAで は 変 化 が 認

め られ な か つ た.

6.上 記 の 初 生 ヒナ の60日 令 ま で の摂 取DES量 は0.5mg,60日 令 ヒナ の 注 射DES量

は0.6mgで,DES投 与 量 は ほ ぼ 同 じで あ るが,前 者 で 成 長 に 変 りな く後 者 で 成 長 は 抑

制 され た.こ れ らDES投 与 に よ り一 般 に肝 臓 重 を 大 に し,肝 臓,胸 肉 の脂 質 組 成 に 多 少

変化 を 示 す.ま た体 内Bビ タ ミンは影 響 を殆 ん ど うけ な い が,ビ タ ミンAは 不 定 の 変 動 を

来 した.DESの 成 長,体 成 分 に お よぼ す効 果 は飼 養 条 件 で 異 な る こ とを 明 らか に した.

終 りに臨み終始御懇篤な る御指導を頂いた岩田久敬教授 に深甚 なる謝意を表す る.ま た実験 に種 々協

力され た小林邦彦,渡 辺保入,松 原仁,藤 江奏,そ の他学生諸氏 に厚 く御礼申上 げる.
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                               Summary 

   1. One day old White Leghorn male chicks were fed diet, added with 0.2 mg 
of diethylstilbestrol (DES) alone, or in combination with vigofac (V) 5 g, terra-
mycin (Tm) 50 mg, or nitrofurylacrylic acid amide (Z) 100 mg, per Kg of the 
basal diet, respectively. The effects of these medicals on growth and body 
components of the chicks were studied on 10, 20, and 30 days after starting of 
the experiment. 

   2. The growth and feed efficiency were not altered by DES feeding. Among 
the medicals used, combination of DES with Z was the best and promoted the 

growth about 10 % during 30 days. Liver weight was increased by DES 
feeding, but variable with the other supplementation. 

   3. There was not noticeable change in the general composition of liver 
and breast muscle in each group on each period, except that fat content was 
decreased in the breast muscle in DES -F Z group on 30 th day. The concentra-
tion of total N and residual N of serum, and lipid composition of liver and 
serum were also little affected on 30th day of the test. 

   4. The concentration of vitamin B2 and pantothenic acid of liver and breast 
muscle was little affected in each group on 20th and 30th day of the test. 
The concentration of niacin of both tissues tended to increase by DES feeding. 

   5. In the second trial chicks, 30 days old, were fed DES (0.2mgjkg diet) for 
30 days, and then they were intramuscularly injected each other day with 0.1 mg 
of DES for 15 days. The growth was not affected in the DES feeding period, 
but was depressed about 17 96, as compared with the control, in DES injection 

period. Liver was enlarged.



   6. Fat content of the breast muscle was decreased in both treatment. 

Total N and residual N content of the serum was not altered in the latter. 

Phopholipids of liver and serum was slightly increased. 
   7. Concentration of vitamin B1 and B2 in liver, breast muscle and serum, 

and that of pantothenic acid and niacin in liver and muscle was little affected 

in both DES treatments. Concentration of vitamin A in liver and kidney was 
variable, but not altered in serum and muscle.


